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類についても、泥が付着していて乾いその際、適宜、砂やカピを刷毛で除被災後1ヶ月半を経過した当時の釜国文学研究資料館(以下、国文研)

は、文化庁文化財等レスキュー「人間

19年前、埼玉県草加市の火災で被

ている箇所を小タワシ、スポンジ、マイク去したが、完全乾燥後に泥・砂がさらさ石市は、まだライフラインの復旧さえ十災した民間資料を真空凍結乾燥処理

ロクロス、刷毛の順に用いてクリーニンらととりやすくなるため、この段階では筒分ではなく、乾燥作業などは市の自力文化研究機構内チーム国文学研究資により救助・復元作業を行ってから、栃

グを実施した。単に実施した。で行える状態ではなく、公文書の整理料館J (国文研チーム)として活動する

に先立ち、被災地の支援と援助のため

木県西那須野郷土資料館、東京都清

今後、2011年11月-2012年3月の期

聞に文書の再生作業(クリーニング・フ

現地作業は5月6日-7月 13日の問に

行った。作業は国文研並びに関係機

関の職員とボランティア、雇用支援とし

や保存についての専門家の支援が必

要であった。海水の影響でカピの増殖の研究として「大規模災害における資

料保存の総合的研究J (西村慎太郎

瀬市立図書館、その後阪神・淡路大

震災、さらに高知市行政文書、千葉県

ァイル表紙交換・リストとの照合・元配架

順に並び替えた配置換え)を実施する

はなかったが、気温が上がった場合のいわし博物館、東京都国分寺市遺跡

て釜石市民を雇用(国文研チーム雇カピの繁茂拡大などがd心配されたため、研究代表:国文研)を開始した。

甚大な津波被災の岩手県・宮城県・

調査会資料、熊本県天草市行政文書

予定である。 2012年4月から文書の活用1ヶ月間)して進めた。その8日後の5月6日より作業を開始した。など、筆者が直接現地に赴いて被災支

用が可能な状態とすることを目指して完全乾燥までおよそ1年、 3年間はそここでの活動に当たり、筆者が窓口福島県においては、各県内の研究教援を行った博物館・図書館・アーカイブ

いる。

「人間文化研究機構内国文学研究

の後の経過を観察する必要がある。文

書の必要度や状況により、洗浄・乾燥、

になりレスキュー活動を進めた。国文研

チームと共に自治体の職員、また公文

育文化行政機関や文化財救援ネットワ

ーク(史料ネット}が博物館・図書館の

施設や民間所在の資料の救助活動を

ズ資料の事例は多い。ただ、この事例

は一部にすぎない。毎年何らかの災害集
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資料館チームの活動計画」工程表をま別の媒体への代替化などを検討する書の整理や保存についての専門家にによって多くの歴史文化情報資源が消 被災(下段に赤カピが繁茂)堆積している状況

とめたので、参照願いたい。ことにしている。一連の運営管理や作参加頂きながら、被災した文書の救助開始していた。滅しているのである。

業指示は国文研の現地担当者が管理と乾燥作業を実施した。また、多くの自治体の公文書が甚大
乙の活動の意義

公文書は行政上の基礎資料である

し、作業工程を見直しつつ計画的に進

行できるよう努めた。

市役所地下文書庫から近くの旧釜

石第一中学校校舎への文書の搬送・

な津波被害で消失したことが明らかに

なってきた(1役所を襲い、住民の暮ら

とともに地域・住民の記録であり、歴史

資料となるものである。但し、現用文書

7月2 ・ _3日に「東日本大震災津波被

害資料の復旧プロジェクト報告会」を

移動は、6月 10日に完了。総量は段ポー

ル箱換算で1 ，000箱程、推定20，000点

である。地下文書庫の文書リストは7月

しに欠かせない大切な記録を押し流し

てJ被災自治体岩手県陸前高田市・大

東日本大震災における津波被害の
歴史文化情報資源のレスキュー

は個人情報など公開できない情報が開催した。復旧プロジェクトは、東日本槌町・釜石市、宮城県南三陸町、女川町、
応急対応段階での圧縮袋への簿冊の封入瓦礁の中から救出した、ぐにやりと変形した

チューブファイル文書多く、職員以外は扱えない。自治体と支大震災により被災した文化財や公文13日に作成を終えた。朝日新聞、 110327) 。国文学研究資料館
援者との信頼を築くことの証として、本書等の救助復旧の促進を図るため、参

加者の方々と共に被災公文書等の救助・

乾燥作業を進めているところだが、そこで、庁舎の一部が被災した釜石

活動では守秘義務に関する誓約書を全体量が魔大であり、長期保存文書市に状況を問い合わせたところ、釜石

取り交わした。復旧活動に係る知識と技術を共有すの選定が困難な状況である。乾燥場市総務課が被災調査を受け入れ、4月

今回のように、被災自治体とともに外ることを目的とした。作業報告と実地作所は、電源及び水が使用できない環境26日・27日に被災状況の調査を実施し
激震・大津波、

その復旧活動

寄稿

青木睦
(国文学研究資料館研究部准教授) 部の支援者が行政文書の救助・復旧業、被災地の状況の巡見を含めた企であった。脱塩のための水洗は、カピのた(国文脈高橋実・青木睦・西村慎太朗。

釜石市役所は津波被害を受け、行政

文書が水損し、甚大な被害にあった(写

に携わる機会を得られたことの意義は画である。交通機関が整備されていな増殖をまねく危険性が高く、水洗して地域に伝えられた有形無形の文化

120mほどの教室での乾燥総兄

(乙の他に11教室で同様に乾燥を継続中)
変形を補整しながら整形し、吸水紙

(キッチンペーパー新聞サンド)を挿入後、
整形して縦置きにして乾燥している状態

大きいと思う。いため、チャーターパス移動とした。釜適正な乾燥場所が確保できないので財は地域の人々の生きた証である。そ

石市や大槌町、山田町の被災状況を実施しないことにした。

完全水損でカピが繁殖した文書(写

真1 ・ 2) 。地下にある文書庫は天井付の証のひとつでも多くの被災資料の救

多くの方々に知っていただき、今後の活

動の一助になればと考えた。

現在、復旧作業第1期 (5月6日-7月

真3) は、圧縮袋(座布団用)で空気を

近まで水没し、瓦礁に埋め尽くされた

大量の水損文書が発生し、職員でー

助を通じ、未来への証の継承を支援す

る目的で、文化庁の働きかけを契機に、 人間文化研究機構内国文学研究資料館チームの活動計画
釜石市大津波被災文書の復旧作業を中心に

13日)における作業の目標を達成し、復

旧作業第2期 (7月 14日-10月31 日)を

抜き(写真4) 、暗所に保管してカピの

進行を防いだ(パインダー編綴文書は

部のファイルを開き乾燥させている状況

であった。

国立文化財機構をはじめ幾多の文化財・

美術関係団体が4月1日に被災文化財

パインダーと本紙を分離)。カピ繁殖の行政文書は将来にわたり岡地域の等救援委員会(文化庁文化財等レス
新市役所構想に向けて7.14-10月末

終えた。この間は、乾燥を促進するた文書は、津波後すぐにカピが繁殖した貴重な歴史資料となることは自明のことキュー)を立ち上げた。

釜石市文書管理の
復興の遺成

・現用文書の管理
・情報公開体制の聾備

・半現用文書の保管

・非F凋・アーカイブズの
管理と活用

めに現状を維持しつつ継続乾燥を行ものであり、乾燥段階でのカピの増殖はである。釜石市長及び総務課に「復旧文化庁文化財等レスキューは、阪神・
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った。 8月24日-30日に乾燥状態を確あまり見られなかった。方策についてJ ※を提案説明し、提案

受け入れ後、復旧作業を行うこととなっ

淡路大震災時に、広く民間所在の史

認する作業を実施した。 10月14日-20部分水損(一部が乾燥)文書は、キ料を視野にいれ、文化遺産全体を救

助の対象とするということが確認されて
応
怠
対
応
段
階

日に、乾燥状態の観察のための水分計ッチンペーパーで新聞紙を包んで吸水た。この時、応急対応段階として簿冊

20冊ほどを吸水とカピの増殖を防ぐた
東日本
大震災
宛生

での計測、塩分・汚染物質の測定等を紙(キッチンペーパー新聞サンド)を問「等」が付けられた。今回の震災にお

実施しつつ、クリーニング作業を行い、

完全乾燥を促進させた(写真6) 。現用

紙にし、水分を吸着する作業を繰り返めに一部乾燥措置を行った。※復旧いては、歴史資料としての公文書・行

文書の内、図面類のクリーニングも優

先的に行い、ファイルに綴じられた図面

しながら、段階的に乾燥させた。平置き

の場合、下側の乾燥が遅くなるため、

縦置きにした。(写真5)

方策として、文書レスキュー作業工程(救

出・搬送・乾燥工程)・資材・人員、復旧

スキームを示す。

政文書、近現代資料、自然史資料等も

包括して救助対象とすることも共通の

認識を得た。


